
自治事務 法定受託事務
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※令和７年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

166,023 0

補聴器等購入等自己負担
金助成、障害児療育経費
助成、障害児スポーツ助
成金交付

補聴器等購入等自己負担
金助成、障害児療育経費
助成、障害児スポーツ助
成金交付

補聴器等購入等自己負担
金助成、障害児療育経費
助成、障害児スポーツ助
成金交付

補聴器等購入等自己負担
金助成、障害児療育経費
助成、障害児スポーツ助
成金交付

695,000

執行体制

項 目

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

本事業の
主な業務

深谷市ふっかちゃん補聴器等購入等に伴う自己負担金助成事業

深谷市ふっかちゃん障害児療育経費助成事業

深谷市ふっかちゃん障害児スポーツ助成金交付

作成日

細事業名

事
業
費 地方債

年度別計画

717,000 1,403,000

0

決算額

国支出金

1,170,000

155,856

1,170,000

0

0

単位：円

0

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

654,463 1,117,264

393,478 881,119

0.05

事務事業評価表
１．基本事項

0.11 0.14

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

ふっかちゃん子ども福祉事業

言語の習得、教育等における健全な発達の支援。障害の軽減や基本的な生活能力の向上。障害者に対する市民の理解
の促進。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

助成対象児童が新たに補聴器を購入する経費、耐用年数経過後に補聴器を更新する経費又は当該助成を受けた補聴器
の修理費の補助。対象の療育事業への参加費用の２分の１の補助。スポーツ競技を行うために必要な補装具等の購入
等の費用の補助。

成果
※何を求めるか

補聴器等の購入および修理又は療育事業に参加した場合にかかる経費の一部を補助することにより、保護者等の経済
的負担の軽減を図る。また、障害児の社会参加促進と障害者スポーツの振興を図る。

中項目 3 地域で支え合って生活できるまちづくり

0

事務事業

3

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0

260,985 236,145 155,856 166,023

990,000

0 0 0

166,023

区分

大項目

小項目

1

ふっかちゃん子ども福祉基金を活用し、子どもたちの健やかな成長に資するための事業を実施するものである。

県支出金 0 0 0 0 0

社会福祉総務費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

社会福祉費

身体障害者手帳の交付の対象とならない軽度・中等度の難聴児。専門性の高い療育事業に参加した障害児。スポーツ
競技を行う障害児。

0

1,691,900 2,931,698

1,525,877 1,761,698

0.18 0.20

0

0

236,145

令和5年度 令和6年度

1,306,970

1,151,114

令和08年06月19日(金)

令和9年度

深谷市ふっかちゃん難聴児補聴器購入等に伴う自己負担
金助成事業実施要綱
深谷市ふっかちゃん障害児療育経費助成実施要項
深谷市ふっかちゃん障害児スポーツ助成金交付要綱

■ □

0 0

障害福祉課 担当係 支援第二係 管理番号 26235ふっかちゃん子ども福祉事業

健康でいきいきと暮らせるまち

障害者福祉の推進

令和7年度

民生費

260,985

補聴器等購入等自己負担
金助成、障害児療育経費
助成、障害児スポーツ助
成金交付

担当課

令和4年度

前年度決算額（円）

一般会計



目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

B活動

評価理由・指標数値の推移
　申請のあった助成金について、適切に処理した。
　深谷市ふっかちゃん障害児療育経費助成事業では、新たに２事業所から
認定希望の相談を受け、ヒアリングを実施した。
　深谷市ふっかちゃん難聴児補聴器購入等に伴う自己負担金助成事業実施
要綱及び深谷市ふっかちゃん障害児療育経費助成事業実施要綱の改正に伴
い、ホームページ及び市民向けチラシの内容を更新した。また、市広報へ
ふっかちゃん福祉事業の内容を掲載、市内障害児通所事業所・幼稚園・保
育園・特別支援学校等へチラシを配布及びこども館のデジタルサイネージ
へ掲示し、市民への周知を図った。

指標名

支給件数

支給総額

目標値

実績値

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

評価評価の観点区分

261.00 237.00
千円

目標値

実績値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

成果指標１

成果指標２

単
位

件

３．評価指標

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

本人等からの申請によるため目標は設定できない。　/　申請書枚数

区分

申請件数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

実績値

目標値

16.00

実績値の算出式

22.00 14.00 16.00

　

　

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

令和
9年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

評価者 支援第二係長　小林　尚代

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

　深谷市ふっかちゃん難聴児補聴器購入等に伴う自己負担金助成事業実施
要綱の改正を行い、対象者を拡大した。また、深谷市ふっかちゃん障害児
療育経費助成事業実施要綱の改正を行い、請求時期を年３回から通年へ変
更し、業務の改善を行った。
　申請に基づき、各事業の助成を適切に行うことで、障害児が社会参加す
るための支援、また、保護者の経済的負担の軽減を図ることができた。

B

A

　申請件数及び支給総額は増加した。
　深谷市ふっかちゃん障害児療育経費助成事業では、２事業所を新たに認
定事業所として追加し、対象事業所が増加した。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 支援第二係長　小林　尚代

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

本人等からの申請によるため目標は設定できない。　/　支給実績総額

156.00 166.00

　

令和
7年度

令和
8年度

12.00

件

16.00

本人等からの申請により支給するため目標は設定できない。　/　支給実績件数

14.00 16.00


